
池田蕉園・幻の作品「もの詣で」114年ぶりに発見！
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a
⽇時 2021年3⽉9⽇(⽕) 10:30〜受付開始
場所
解説

池⽥蕉園（明治19-⼤正6／1886-1917）は東京

出⾝の⼥流画家で、「蕉園」の雅号は師である

⽔野年⽅が上村松園（1875-1949）の活躍にあ

やかるようにと「園」の⼀字をとって名付けま

した。その期待通り、美⼈画の名⼿として上村

松園と並び称されましたが、惜しくも31歳で早

世。今回再発⾒された「もの詣で」は21歳頃に

制作され、第1回⽂展で3等賞を受賞した作品

で、出品後⻑らく⾏⽅不明となっており、幻の

作品とされていました。

福⽥美術館

國永裕⼦（嵯峨嵐⼭⽂華館 学芸員）

先行報道内覧会を開催
この度、京都嵐⼭の福⽥美術館にて開催される

「栖鳳の時代 〜匂いまで描く」展の報道者向け

内覧会にて、「もの詣で」を114年ぶりに公開。

4⽉下旬から始まる「美⼈のすべて リターンズ」

展では⼀般公開を予定しています。

⽵内栖鳳「猛⻁」（部分）

⽇時 2021年3⽉8⽇(⽉)〜 4⽉11⽇(⽇) 10:00〜17:00 (最終⼊館16:30)
毎週⽕曜⽇
⼀般・⼤学⽣ \1,300/⾼校⽣ \700/⼩中学⽣ \400
障がい者と介添⼈1名まで各 \700
福⽥美術館・京都新聞

休館
料⾦

主催

「栖鳳の時代 〜匂いまで描く」

「もの詣で」
先⾏報道内覧会



本名は榊原百合⼦。東京神⽥の裕福な家庭に⽣まれ、洋画を趣味とした⺟のもと、幼い頃より絵に親し
んで育った。明治34年（1901）15歳の時、⽉岡芳年の⾼弟で、歌川派の錦絵の流れを汲む画家・⽔野年
⽅に⼊⾨。翌年⽇本美術協会展に「桜狩（元禄美⼈）」で初⼊選を果たし、画壇にデビュー。明治40年
（1907）に開設された⽂部省美術展覧会（⽂展）には第1回から⼤正5年（1916）の第10回まで連続し
て⼊選し、花形作家として注⽬を浴びた。私⽣活では同⾨の画家・池⽥輝⽅（1883-1921）と紆余曲折
の末、明治44年25歳で結婚。鴛鴦夫婦として知られ、⼆⼈の合作も多い。

（縦187.0×横96.5mm/内⼨：縦169,5×横84.2mm）

池田蕉園（いけだ しょうえん）

絹本着⾊⼆曲⼀隻屏⾵ 。第⼀扇（向かって右側）が、第1回⽂展で3等賞を受賞した「もの詣で」。紅葉
の散り敷く中、江⼾時代の振袖姿の娘が侍⼥を伴い神社に参詣する場⾯を描く。 この時3等賞第1席を受
賞したのが上村松園の「⻑夜」である。同作品も福⽥美術館の所蔵品。第⼆扇（向かって左側）は、半
年後（明治41年）の巽画会（たつみがかい：東京の⻘年画家の研究団体）第8回展覧会で褒状を受賞し
た「春の⽇」。束髪やリボン、エプロンなど、当時のハイカラな装いが印象的。

「もの詣で／春の日」（1907）池田蕉園 筆



福⽥美術館について

美術館の建つ京都・嵯峨嵐⼭は古来歌枕でもある場所で、多くの貴族や⽂化⼈に愛され芸術
家たちが優れた作品を⽣み出す源泉となってきました。
福⽥美術館は、「100年続く美術館」をコンセプトに、現代まで受け継がれてきた⽇本⽂化を
次世代に伝え、さらなる発展へと繋ぐ美術館を⽬指します。
オーナーである福⽥吉孝は京都に⽣まれ育ち、そこで事業を興し、今⽇まで続けてきたこと
に対し、地元の⽅々のご⽀援とこの地に恩返しがしたいという想いから、2019年10⽉、美術
館の設⽴に⾄りました。
今や⽇本国内だけでなく、世界中から多くの⼈が訪れる観光地である嵐⼭。その中でも渡⽉
橋を望む⼤堰川（桂川）沿いの景勝地に位置し、四季折々でそれぞれに変化する⾵景は1000
年変わらず⼈々を魅了する。この美しい⾃然とともに⽇本美術の名品を愉しむことで、嵐⼭
が世界有数の⽂化発信地となることを願います。

美しい⾃然と⽇本美術の融和。⽇本⽂化の新たな発信拠点として

福⽥美術館の建築を⼿掛けた安⽥幸⼀⽒は、「蔵」をイメージした展⽰室や外の⾃然とのつ
ながりを感じられる「縁側」のような廊下など、伝統的な京町家のエッセンスを踏まえつつ、
これから100年のスタンダードとなるような新しい⽇本建築を⽬指しました。
また、庭には⼤堰川に連なる⽔鏡のごとく嵐⼭を映し出す⽔盤が設けられており、渡⽉橋が
最も美しく⼀望できるカフェからは最⾼の眺めを味わうことができます。

嵐⼭にふさわしい、未来へむけた⽇本建築の形



■名称：福⽥美術館／Fukuda Art Museum
■住所：〒616-8385 京都府京都市右京区嵯峨天⿓寺芒ノ⾺場町3-16
■電話番号：075-863-0606（FAX）075-863-0607
■メールアドレス：info@fukuda-art-museum.jp
■ホームページ： https://fukuda-art-museum.jp

■敷地⾯積：1982㎡
■延床⾯積：1193.58㎡
・展⽰室1／151.2㎡
・展⽰室2／175.4㎡
・展⽰室3／64.5㎡）
■交通アクセス：
・JR⼭陰本線「嵯峨嵐⼭」駅下⾞、徒歩12分
・阪急嵐⼭戦「嵐⼭」駅下⾞、徒歩11分
・嵐電（京福電鉄）「嵐⼭」駅下⾞、徒歩4分

福⽥美術館概要

本展に関するお問い合わせ

福⽥美術館広報事務局（ウインダム内）

TEL 03-6661-9448 FAX 03-3664-3833
Email fukudamuseum@windam.co.jp

〒103-0014東京都中央区⽇本橋蛎殻町1-28-9-4F
「福⽥美術館」広報事務局
担当：沼澤、多⽥
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